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The form of 6000 years ago coastline close to Sannai Maruyama Jomon village 
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(Edward' Silvester . Morse)が、横浜から新橋に
向かう汽車の中から発見した、大森駅を過ぎてから直
ぐの員塚にあった。彼は日本政府の許可を得たうえで
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9月17日に発掘調査を開始に端を発する。その大森貝
塚の調査から縄文模様の土器が多数発掘された。こう
して縄文時代の考古学研究が日本各地で開始された制。
北半球の氷河期が終わるおよそ 1万3000年前にこ
の縄文土器を作製する文明が日本列島の各地で始まっ
た。地球の温暖化は6000年前に最高に達し、陸上の氷
や雪が解け、それに伴う海面上昇により海岸線が陸域
に進んだ刷。現代に比べ縄文時代の海面上昇は最大
で2'"'-'3m高まったと考えられている。
縄文前期は、氷河期の最低気温に比べgoC、現在の
気温と比べ 1oCから 20C高い。こうして、氷河期には
なかった植生が茂り、東北および北海道の広範囲に食
糧となる栃のみなどが取れるようになった。土器はこ
うした木の実のあく抜きや魚介類の煮炊き調理に利用
された九日本の食文化の原点がこの時代に形成され
たと考えられる。
日本列島の特徴は山脈の端と海岸線との問の距離が
短く、数10mから数kmほどしかない。山から海へ流
れ込む河口に土砂が堆積し三角州となる平野が存在す
るが、列島全体の面積に比べて小さい。縄文遺跡は海
岸線に近い小高い丘の上に多く発見されているのが特





